
 

 

 
 

 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 斎藤幸平（さいとうこうへい） 
 

1987年生まれ 経済思想家 

ベルリン・フンボルト大学哲学科博士課程修了 

2018年 ドイッチャー記念賞受賞 

2019年 経済理論学会奨励賞受賞 

現在 大阪市立大学大学院経済学研究科准教授 

【著書・編書】 

 
人新世の「資本論」（集英社新書）  

↑アマゾンベストセラー 

大洪水の前に マルクスと惑星の物質代謝（堀之内出版） 

NHK100分 de名著カール・マルクス『資本論』 

（NHK出版） 

資本主義の終わりか、人間の終焉か？未来への大分岐 

                    （集英社新書） 

 

第 14回自治体政策研究会（WEB配信）ご案内 
■配信日時：2021年 12月 3日（金） 18時 30分～20時 30分 

■配信方法：Youtube限定配信 ※参加者のみに配信 URLをお知らせします 

■講  師： 斎藤 幸平 氏 大阪市立大学大学院経済学研究科准教授 

■ テーマ ：「新型コロナと地球環境危機 これからの社会運動を考える パート 2」 

※共催：自治フォーラムおおさか 

自治体政策研究会事務局 

jichilabo@gmail.com 

代表 西脇 邦雄 

大阪経済法科大学 21 世紀社会総合研究センター所属 
 

自治体政策研究会 

ジチラボ通信 

ジチラボ通信 vol.14     自治体政策研究会       jichilabo@gmail.com 

vol.14 
2021年 10月発行 

●申込締切：11月 26日（金） 
● 配信 URL送付は前日までに行います 

●問い合わせ jichilabo@gmail.com  
（自治体政策研究会事務局） 

            

 

←参加申込コード 

自治フォーラムおおさかかと 

共通の申込画面です 

      

日頃より自治体政策研究会にご協力いただきましてありがとうございます。 

新型コロナウイルスが猛威を振るいはじめて、もうすぐ 2年、ポストコロナの時代をどのように考えるのか、

世界中で議論が始まっています。 

 

当研究会では、2020年７月に斎藤幸平先生をお迎えし、新型コロナ危機が問いかける格差や社会の分断に我々

はどう向き合うのかをテーマに講演会を開催しました。晩年のマルクスの自然科学ノートの研究から、地球環境

をコモンとして再生する発想、ラディカルなグリーンリカバリー政策の提案をいただきました。刺激的な問いか

けは「人新世の資本論」となり、すでに３7万部を突破しています。今回はその内容をパート 2として講演を行

っていただく予定です。 

講演後には、Youtubeライブコメントを利用し斎藤先生との意見交換を行う予定です。皆様のふるってのご参加

をお待ちしております。 

研究会代表 西脇邦雄 

自治フォーラム代表 武直樹大阪市会議員 

 

チャーミングで、ナイスガイの 

時代の変革者 

●研究会代表 

西脇邦雄

 

●自治フォーラム代表 

大阪市会議員 武直樹 


